
書『
吾
妻
鏡
』に
は
、
三
河
国
の
竹
谷
・

蒲
形
荘（
現
在
の
蒲
郡
中
心
部
）を
開

発
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
市
で
は
俊
成
を「
開
発
の
祖
」と

し
て
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　

蒲
郡
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
交
差

点
、
竹
本
油
脂
本
社
の
一
角
に
は
、
俊

成
が
こ
の
地
で
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
る
歌

に
出
て
く
る「
涼
み
が
杜
」（「
雀
の
森
」

「
雀
が
森
」と
も
）の
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。「
す
ず
め
の
も
り
」「
す
ず
み

が
も
り
」い
ず
れ
の
響
き
か
ら
も
、
緑

豊
か
な
当
時
の
光
景
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
八
百
富
神
社
の
前
身
で
あ
る

竹
島
弁
天
社
は
、
江
州（
滋
賀
県
）竹
生

島
か
ら
養
和
元
年（
１
１
８
１
）に
俊

成
が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
境
内
に
は
、
八
百
富
神
社
の
ほ
か
、

宇
賀
神
社
・
八
大
龍
神
社
・
大
黒
神
社
、

そ
し
て
藤
原
俊
成
を
祭
神
と
す
る
千
歳

神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
俊
成
苑
』と
俊
成
卿
銅
像

　

竹
島
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
た『
竹
島

園
地
』が
芝
生
広
場
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
、
平
成
19
年
4
月
29
日
に『
俊
成

苑
』と
し
て
開
苑
し
ま
し
た
。
そ
の
名

前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
平
成

3
年
に
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
建
て
ら
れ
た「
藤
原
俊
成
卿
銅

像
」で
す
。

藤
原
俊
成
と
は

　

藤
原
俊
成
は
、
平
安
時
代
の
末
に
後

白
河
法
皇
の
命
令
で『
千
載
和
歌
集
』

の
撰
者
を
つ
と
め
た
優
れ
た
歌
人
で

す
。『
平
家
物
語
』や
能『
忠
度
』に
は
、

都
を
逃
れ
て
い
く
歌
の
弟
子
・
平
忠
度

か
ら
自
分
で
詠
ん
だ
歌
を
書
き
つ
け
た

巻
物
を
託
さ
れ
た
俊
成
が
、
後
年
そ
の

中
か
ら「
詠
み
人
知
ら
ず
」と
し
て『
千

載
和
歌
集
』に
採
り
あ
げ
た
逸
話
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
倉
百
人

一
首
で
有
名
な
藤
原
定
家
の
父
で
も
あ

り
ま
す
。

藤
原
俊
成
と
蒲
郡

　

俊
成
は
、
久
安
元
年（
１
１
４
５
）12

月
に
三
河
国
の
国
司（
現
在
で
い
う
県

知
事
）に
任
命
さ
れ
、
3
年
5
カ
月
の

間
つ
と
め
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
歴
史

俊成苑に設置されている
「藤原俊成卿銅像」 博物館 ☎68◆1881
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7
「涼みが杜」の碑

11月１日から７日は、文化財保護強調週間です。
郷土の歴史を知り、故郷を愛することは、文化財
保護の心にもつながります。
今回は、藤原俊成と蒲郡の関わりについてご紹介
します。


